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この都市研究報告合冊は，組織的な企画をもって編集されたものではないが，東京都立大学における
都市研究の性格を，ある程度語ってくれるものとおもわれる。
この都市研究は， 一口にいえば，都市の綜合科学を基礎的理論的な見地から築きあげようとするもの
であるが，その完成像がどのようなものであるかは， 世界の多くの学者たちから意見がさまざまと提出
されてはいても，まだ明確なものは得られていないために， それについて実験的研究を重ねることが，
都市研究の当面の課題とならざるをえなし、。 このような実験的研究は，確実なデ｛タを精確に収集しこ
れを的確に検討するものでなければならなし、。その意味において， 歴史的事実と比較的資料と実態調査
の積重ねを欠くことができない。この合冊に集録した5報告のうち， ロンドンに関する藤田重行，東京
に関する石塚裕道， イギリスの公衆保健制度に関する宇都木伸・唄孝一両氏の3報告は歴史的資料の研
究であり，そのうち藤田氏と宇都木・唄両氏のものは同時に比較的資料でもあり，他の2編，都市にお
ける学習集団を扱った三井為友および震災との関連で都市自然環境論の一端を論じた中野尊正の2報告
は，実態調査の成果である。したがって，この合冊は， 本学の都市研究がまことにオーソドッグスな行
き方をしていることを示すと言ってよL、。問題は，このあとをどう進めるかについて，研究者の骨身を
削る労苦が要請されていることであろう。
集録5報告のうち，石塚，三井，中野3氏のものは，同時に， 東京研究の成果であるとし、う意味をも
っ。われわれの都市研究が基礎的理論的なものだとしても， それが応用や現実を無視するものでは勿論
ない。むしろ，われわれは， 人類史上都市研究の最好の対象ともいうべき東京で研究に従事しており，
東京都の設置した大学に籍をおき都の予算による都市研究をおこなっていることからすれば， この東京
を事例として都市研究を展開することが，きわめて適当であり，自然、でもある。われわれ都市研究委員
会が，都市研究センターの設置計画において， 当初の中心テーマとして「東京を中心とした大都市の比
較研究」を選んだのは，そのように自然、の過程であった。その点においては， これら3報告は，来るべ
きセンタ｛における研究の先行的なものであると言えよう。
今回の合冊のほか，本年度においては，すでに2合冊で7の報告が印刷刊行された。その体裁は，し
ろうとくさいところがあり，改善の余地はまだ多々残されているが， つぎの段階で完全な雑誌形式のも
のに移行する準備段階ないし過渡期のものとして， これをさらに改良するために多くの方々の御批判を
えたいと願っている次第である。単に分量の点からだけいえば，藤田，石塚，三井， 中野の4報告程度
のものが，今後の雑誌論文の主力をなすことになるであろう。宇都木・唄報告のようなものは，特別の
ものとして特集本形式のものとして考慮されるであろう。
50年度からは，そのような雑誌形式の刊行物に，この都市研究報告を切替えることが， 49年度当初の
期待でもあり，計画でもあった。しかしそれには，都市研究の主体が，現在の都市研究委員会のよう
な弱体のものではどうしても不適当で，独立組織の都市研究センターの新設が不可欠であった。しかし
その期待が，美濃部都政2期目の最後の年の予算が骨格予算にとどめざるをえないという事態のなか
で，もろくも潰されてしまった。 50年度には引続き調査費が計上されているとはいえ， センター設置計
画の成行きは，まことに残念ながら楽観を許さないであろう。したがって， 50年度の都市研究報告を雑
誌形式に切替えることは，前提条件を失ない，少なくともあと 1年は， 49年度の形式を踏襲するほかな
¥, 、。そのなかでも，できる改良を加えつつ，歩みは着実にしたいと願うだけである。
なお49年度においては， 3合冊のほか， それと同形式の都市研究調査報告1冊（第8号〉と，タイプ
オフセット B5版の『都市研究文献目録』（第8号）および『都市研究経過報告書』（48年度版）， (49年
度版〉を印刷刊行した。関係者のすべてに感謝の意を表しつつ報告する次第であるo
1975年3月
編集委員長 千葉正士
